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並列伝送用光送受信モジュール標準化検討活動計画
1． 昨年度の検討
（ⅰ） 単心波長多重並列伝送用光送受信モジュールの性能標準テンプレート
昨年度，検討体制の見直しを実施し，2017度にまとめた性能標準テンプレート第１次案の改訂を行った。審議対象とした規格を下表1に示す。同様に第1次案の改正を検討しているJIS C 5955-2 「光伝送用能動部品－性能標準テンプレート－第2部：複心並列伝送リンク用光送・受信モジュール」と整合を図り文書の基礎としたJIS C 5955-1「光伝送用能動部品－性能標準テンプレート－第1部：単心直列伝送リンク用光送・受信モジュール」を参照し，用語の統一化を進め、改正第2次案は作成済み。

（ⅱ）単心波長多重並列伝送リンク用光送受信モジュールの測定方法の検討
昨年度は，下表に示した規格を審議対象としたJIS C 5955-3「光伝送用能動部品－性能標準テンプレート－第3部：単心波長多重並列伝送用光送受信モジュール」における送信光学特性項目のうち、新たにJISへの追加が必要な測定方法を抽出する作業を完了した。また、光波形マスクマージンの測定方法などの様に各規格間で内容がオーバーラップするものや、Optical path penaltyの様に測定方法を提示するにあたって参照先あるいは引用先となる規定(補足や付録を含む)が複数かつ多岐に渡るものに関し、どの様に分かり易く纏め上げて行くかが、第１次案作成に向けた課題として重要な点である。
表1　標準化項目策定における試験規格調査対象規格
	項目
	規格

	単心波長多重並列伝送リンク用
光送受信モジュール
	IEE802.3-2018 Section 6


	40GBASE-LR4, 40GBASE-ER4,

100GBASE-LR4, 100GBASE-ER4

	
	ITU-T G.695
ITU-T G.959.1
	C4S1-2D1, C4L1-2D1, C4S1-9D1F

4I1-9D1F, 4L1-9C1F, 4L1-9D1F

	
	CWDM4 MSA
	CWDM4

	
	CLR4 Alliance
	CLR4

	
	4-Wavelength WDM MSA
	4WDM-10, 4WDM-20, 4WDM-40


（ⅲ）複心並列伝送リンク用光送・受信モジュールの性能標準テンプレート
昨年度，検討体制の見直しを実施し，2017年度にまとめた性能標準テンプレート第1次案の修正を行った。文書の基としたJIS C 5955-1「光伝送用能動部品－性能標準テンプレート－第1部：単心直列伝送リンク用光送・受信モジュール」で参照するJIS C 5952-1「光伝送用能動部品－パッケージおよびインタフェース標準－第1部：総則」の光能動部品又はデバイスの分類が，その基となるIEC 62148-1 Fibre optic active components and devices - Package and interface standards - Part 1: General and guidanceの改訂に伴い変更される予定であることを鑑みて記述を変更した。また、アイダイアグラムについては，その判定が数値基準ではなく合否判定となっているため特性評価試験テンプレートの対象項目から除外した。用語の統一化を進め、改正第2次案は作成済み。

（ⅳ）複心並列伝送リンク用光送・受信モジュールの測定方法の検討
昨年度は，JIS化に向けて和訳を行い第1次案作成に向けた章立てを検討した（表2）。複心並列伝送リンク用光送・受信モジュールの主要な測定方法の理解に主眼をおいたものとし，複数レーンの注意事項や，アイマスクの規定については各測定方法の説明に含めることとした。調査したMSA文書については引用規格に含めず参考文献とする。用語および定義については，JIS C 5954-3の記載のある用語については参照するものとし，記載のない用語についてのみ記載することとした。

表2　複心並列伝送リンク用光送・受信モジュールの測定方法の章立て　     
	1
	適用範囲

	2
	引用規格

	3
	用語および定義

	4
	分類

	5
	複心並列伝送リンク用光送・受信モジュールの試験および測定方法

	5.1
	　　送信機・分散ペナルティ（TDP）測定

	5.2
	　　送信機・分散アイクロージャ（TDEC）測定

	5.3
	　　ストレスド受信感度


2． 今年度の計画
単心波長多重並列伝送用光送受信モジュール、複心並列伝送リンク用光送・受信モジュールの整合を図りながら、昨年度までの調査及び審議結果に基づいて、JIS様式に沿った形で試験及び測定方法の案を作成し、既に作成済みの性能標準テンプレートの第2次案と合わせて2021年区分Ａ 応募 (2020年11月20日) での応募に進める。
●単心波長多重並列伝送用光送受信モジュール-試験及び測定方法（担当：桑原・中村）
表3　2020年度　単心波長多重並列伝送用光送受信モジュールの活動計画
	委員会
	日時
	活動計画

	第1回
	5/22(金)-27(水)メール審議
	活動計画提示 (本表)

	第2回
	8/3(月)
	JIS様式への落とし込み。
(章立て、規格間の重複内容の整理、参照先・引用先の精査)

	第3回
	10/8(木)
	第1次案　(第２回での審議内容を反映)

	第4回
	12/17(木)
	第1次案の修正審議
= 2021年区分Ａ 応募 (2020年11月20日) =

	第5回
	1/28(木)
	第1次案の修正審議を継続

	第6回
	2/25(木)
	第2次案、年度末報告書


●複心波長多重並列伝送用光送・受信モジュール-試験及び測定方法（担当：黒部・津村）
表4　2020年度　複心波長多重並列伝送用光送・受信モジュールの活動計画
	委員会
	日時
	活動計画

	第1回
	5/22(金)-27(水)メール審議
	活動計画提示 (本表)

	第2回
	8/3(月)
	・IEEE 802.3の参照範囲を決め図面を確定ののち
主要図面については修整を終える

・測定例の波長の決定
＊IEEE 802.3に習うと0.85um/1.3um/1.55umと煩雑

	第3回
	10/8(木)
	第1次案 ＊複数の方に査読を依頼いたします

	第4回
	12/17(木)
	第1次案の修正審議
 = 2021年区分Ａ 応募 (2020年11月20日) =

	第5回
	1/28(木)
	第1次案の修正審議を継続

	第6回
	2/25(木)
	第2次案、年度末報告書
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